
の
参
集
命
令
を
断
り
、
藩
政
優
先
の
方
針
の
も
と
に
家
老
の
島
村
志
津
摩

を
中
心
と
し
て
改
革
政
治
が
遂
行
さ
れ
た
。
小
倉
藩
に
と
っ
て
は
、
幕
長

戦
後
の
混
乱
か
ら
藩
体
制
を
再
建
す
る
こ
と
が
最
も
優
先
さ
れ
た
。
島
村

は
制
産
掛
・
制
産
方
を
設
け
て
、
藩
内
で
す
べ
て
の
物
を
製
造
す
る
よ
う

に
指
示
し
た
。
ま
た
、
藩
士
の
中
か
ら
有
能
な
人
物
の
抜
擢
を
行
う
な
ど

を
試
み
た
。
す
で
に
八
月
、
香
春
町
勾
金
の
鶴
岡
八
幡
の
境
内
に
門
田
栄

銃
隊
に
よ
る
調
練
場
が
設
け
ら
れ
、
新
式
の
銃
隊
訓
練
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
十
月
に
は
、
大
庄
屋
を
は
じ
め
村
役
人
に
つ
い
て
も
百
姓

の
投
票
で
決
め
る
方
針
を
布
達
し
、
十
二
月
に
は
家
臣
に
対
し
て
、
藩
政

に
つ
い
て
の
意
見
を
申
し
出
る
よ
う
に
触
れ
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
意
見
を

検
討
す
る
た
め
の
衆
議
所
の
設
置
を
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
出
兵
の
命
令
が
出
た
。
こ

れ
に
応
じ
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
に
藩
政
の
機
構
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
今
ま
で
の
郡
代
・
代

官
・
山
奉
行
・
検
見
定
役
・
郡
土
蔵
・
作
事
方
・
井
樋
方
・
炭
役
・
蓑
島

在
番
・
大
橋
町
茶
屋
番
そ
の
役
を
廃
止
し
、
か
わ
り
に
郡
方
役
所
・
町
方

役
所
・
作
事
方
役
所
・
商
法
方
役
所
・
元
方
役
所
な
ど
、
大
幅
な
機
構
改

革
を
実
施
し
た
。

藩
主
小
笠
原
忠
忱
一
行
が
三
月
十
二
日
肥
後
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
宿
舎

は
田
川
郡
上
赤
村
の
正
福
寺
が
あ
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
奥
州
に
出
兵
し
て

い
た
藩
兵
た
ち
も
春
の
内
に
帰
藩
し
、
家
臣
た
ち
に
は
、
四
月
十
八
日

「
土
着
」
が
命
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
農
業
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
さ
せ

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
知
行
通
・
書
院
番
以
上
の
格
の
者
は
田

川
・
京
都
・
仲
津
の
三
郡
に
住
み
、
組
外
通
・
組
抜
き
の
者
は
仲
津
・
築

城
の
両
郡
に
住
む
よ
う
に
達
し
が
出
た
（『
田
川
市
史
』
上
巻

七
八
五
〜

七
九
〇
頁
）。

第
三
節

戊
辰
戦
争
と
東
北
出
兵

一

戊
辰
戦
争

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
十
四
日
、
十
五

代
将
軍
徳
川
慶
喜
か
ら
朝
廷
に
大
政
奉
還
が
な

さ
れ
た
。
同
日
、
朝
廷
か
ら
薩
摩
・
長
州
両
藩
に
「
討
幕
の
密
勅
」
が
出

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
か
ら
十
二
月
九
日
の
王
政
復
古
の
大
号
令
ま
で

は
、
次
の
時
代
の
政
権
を
め
ぐ
る
息
詰
ま
る
月
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果

生
ま
れ
た
新
政
府
は
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
総
裁
と
し
た
議
定
・
参
与

か
ら
な
る
三
職
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
政
府
の
最
初
の
大
き
な
課

題
は
、
な
お
も
多
く
の
領
地
と
軍
事
力
を
も
っ
て
い
る
徳
川
慶
喜
を
政
権

か
ら
排
除
し
、
そ
の
地
位
と
領
地
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
辞

官
・
納
地
と
い
う
）。
ま
た
、
十
月
に
は
諸
藩
に
対
し
、
十
一
月
中
に
上

京
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、
参
集
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
政
権
の
帰

趨
は
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
不
安
定
な
新
政
府
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
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一
月
三
日
旧
幕
府
軍
が
、
京
都
市
郊
外
の
鳥
羽
・
伏
見
に
て
薩
摩
藩
と
長

州
藩
の
連
合
軍
と
戦
っ
て
敗
北
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
月
六

日
慶
喜
は
ひ
そ
か
に
大
坂
城
を
脱
出
し
、
海
上
江
戸
に
向
か
っ
た
。
こ
の

戦
い
の
結
果
、
新
政
府
に
対
す
る
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
た
紀
伊
藩
や
肥

後
藩
な
ど
が
新
政
府
側
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
畿
以
西
の
諸
藩

の
態
度
も
一
変
さ
せ
、
こ
ぞ
っ
て
新
政
府
側
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
戦
い
以
降
、
翌
年
五
月
北
海
道
箱
館
の
五
稜
郭
が
開
城
す
る
ま
で

の
内
乱
状
態
を
戊
辰
戦
争
と
い
い
、
大
き
く
は
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
か
ら
上
野
彰
義
隊
の
戦
い
、
つ
い
で
北
陸
戦

争
と
東
北
戦
争
す
な
わ
ち
越
後
の
長
岡
藩
、
奥
羽
地
方
の
会
津
・
荘
内
両

藩
の
追
討
戦
、
そ
し
て
榎
本
武
揚
が
率
い
る
旧
幕
府
の
海
軍
を
中
心
と
す

る
抵
抗
軍
と
の
戦
い
と
し
て
の
箱
館
戦
争
で
あ
る
。

新
政
府
は
諸
藩
に
対
し
、
一
月
七
日
徳
川
慶
喜
の
追
討
令
を
出
し
、
二

あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と

月
九
日
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
東
征
大
将
軍
と
な
り
、
新
政
府
軍
は

東
海
・
東
山
・
北
陸
の
三
方
面
か
ら
進
軍
し
て
三
月
末
に
は
江
戸
に
集
結

し
た
。
徳
川
慶
喜
は
そ
の
前
に
上
野
寛
永
寺
に
謹
慎
し
て
戦
う
意
志
の
な

い
こ
と
を
示
し
た
。
つ
い
に
四
月
十
一
日
に
江
戸
城
は
無
血
開
城
す
る

が
、
戦
い
を
主
張
す
る
旧
幕
府
軍
の
中
に
は
抵
抗
す
る
勢
力
も
あ
っ
た
。

五
月
十
五
日
上
野
に
た
て
こ
も
っ
て
戦
っ
た
彰
義
隊
が
敗
退
す
る
と
、
ほ

ぼ
関
東
周
辺
は
新
政
府
軍
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
徳
川
家
の

跡
継
ぎ
の
田
安
亀
之
助
（
徳
川
家
達
）
が
駿
河
府
中
藩
七
〇
万
石
の
城
主

に
な
り
、
懸
案
の
徳
川
氏
の
処
分
が
決
着
し
た
。
こ
こ
ま
で
が
戊
辰
戦
争

の
第
一
段
階
で
あ
る
。

奥
羽
越
列
藩

同
盟
の
成
立

一
月
十
七
日
に
仙
台
藩
に
会
津
追
討
令
が
出
さ
れ
て
い

た
が
、
仙
台
藩
は
兵
を
動
か
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

二
月
末
に
新
政
府
は
、
一
度
決
め
て
い
た
奥
羽
鎮
撫
使
以
下
の
陣
容
を
強

み
ち
た
か

化
し
て
臨
み
、
総
督
に
は
九
条
道
孝
が
任
命
さ
れ
た
。
鎮
撫
使
総
督
軍
は

三
月
に
仙
台
に
入
り
、
し
き
り
に
仙
台
藩
に
出
兵
を
促
し
た
が
、
出
兵
す

る
も
の
の
本
格
的
な
戦
闘
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
会
津
藩
と
戦
わ

ず
平
和
の
う
ち
に
解
決
し
た
い
嘆
願
方
法
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で

し
ろ
い
し

あ
る
。
四
月
に
仙
台
藩
領
の
白
石
（
現
宮
城
県
白
石
市
）
に
東
北
諸
藩
重

臣
が
集
合
し
て
会
議
を
開
い
た
（
白
石
列
藩
会
議
）。
そ
し
て
九
条
総
督

に
会
津
藩
救
済
の
嘆
願
書
を
渡
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
参

謀
世
良
修
蔵
の
横
暴
な
ど
に
、
し
だ
い
に
不
満
や
不
信
を
つ
の
ら
せ
、
や

が
て
五
月
三
日
に
東
北
諸
藩
二
五
藩
が
同
盟
を
結
ぶ
に
い
た
っ
た
。
こ
れ

に
越
後
の
長
岡
藩
な
ど
六
藩
が
加
わ
っ
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
成
立
し
、

は
じ
め
は
問
題
の
平
和
的
解
決
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
新
政
府

軍
の
攻
撃
を
受
け
る
に
し
た
が
っ
て
攻
守
軍
事
同
盟
へ
と
変
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
政
府
は
東
征
大
総
督
有
栖
川
宮
を
会
津
征
伐
大
総
督

と
し
、
断
固
武
力
を
も
っ
て
東
北
地
方
を
征
服
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

（『
維
新
史
』
第
五
巻
）。
つ
ま
り
、
白
河
・
平
潟
（
海
岸
線
）・
秋
田
・
越

後
の
四
つ
の
方
面
か
ら
会
津
藩
と
庄
内
藩
征
討
を
最
終
目
標
と
し
た
の
で

あ
る
。

第６章 幕末・維新期の小倉藩

773



東
北
戦
争

列
藩
同
盟
側
は
諸
藩
の
力
を
あ
わ
せ
て
、
会
津
・
庄
内

二
藩
を
支
援
・
抗
戦
態
勢
を
整
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、

新
政
府
側
の
奥
羽
鎮
撫
使
の
九
条
道
孝
が
陣
営
を
仙
台
よ
り
盛
岡
に
移
し

さ
わ
た
め
か
ず

て
、
六
月
三
日
に
到
着
し
た
。
庄
内
方
面
で
は
、
副
総
督
沢
為
量
が
七
月

朔
日
に
は
つ
つ
が
な
く
久
保
田
に
到
着
し
た
。
沢
に
は
「
薩
摩
・
長
州
・

筑
前
・
佐
賀
・
香
春
の
五
藩
兵
も
相
合
し
て
、
其
の
勢
八
百
人
餘
」（『
維

新
史
』
第
五
巻
）
が
従
っ
て
い
た
。
秋
田
藩
は
こ
れ
を
機
会
に
、
恭
順
の

意
志
を
表
明
し
て
先
鋒
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
そ
こ
で
総
督
府
は
庄
内

征
討
諸
軍
の
部
署
を
定
め
、
筑
前
・
久
保
田
二
藩
兵
を
新
屋
口
に
「
薩

州
・
長
州
・
佐
賀
・
香
春
四
藩
兵
を
院
内
口
に
派
遣
」（『
維
新
史
』
第
五

巻
）
す
る
こ
と
を
決
め
、
秋
田
を
七
月
六
日
に
出
発
し
た
。

東
征
大
総
督
・
会
津
征
伐
大
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
下
に
、
総
督

府
参
謀
を
設
置
し
、
そ
の
参
謀
補
助
に
板
垣
退
助
（
土
佐
藩
）・
伊
地
知

正
治
（
薩
摩
藩
）
が
任
命
さ
れ
た
。
大
総
督
府
の
会
津
討
伐
作
戦
は
、
ま

ず
仙
台
・
米
沢
藩
な
ど
の
諸
藩
を
討
っ
て
、
会
津
を
孤
立
無
援
の
状
態
に

陥
れ
て
降
伏
さ
せ
る
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
板
垣
は
七
月
二
十
六
日

白
河
口
の
官
軍
を
率
い
て
棚
倉
を
攻
略
、
渡
辺
清
左
衛
門
は
平
潟
口
の
官

軍
を
率
い
て
磐
城
平
へ
進
発
し
た
。
こ
う
し
て
、
七
月
二
十
九
日
に
は
二

本
松
城
が
官
軍
の
手
に
落
ち
た
。
ま
た
、
板
垣
は
迂
回
作
戦
は
と
ら
ず
、

八
月
十
九
日
直
接
会
津
討
伐
の
方
針
を
貫
い
て
い
た
。

板
垣
退
助
ら
は
二
本
松
に
駐
留
し
て
い
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
・
大

垣
・
大
村
・
佐
土
原
の
六
藩
兵
を
ひ
き
い
て
若
松
城
を
め
ざ
し
て
進
軍
し

た
。
八
月
二
十
二
日
、
猪
苗
代
湖
畔
の
要
衝
猪
苗
代
に
迫
っ
た
官
軍
に
、

会
津
藩
兵
は
抵
抗
す
る
間
も
な
く
敗
走
し
た
。
こ
れ
よ
り
官
軍
は
競
っ
て

若
松
城
下
を
め
ざ
し
た
。

北
越
地
方
で
、
新
政
府
軍
と
長
岡
藩
を
中
心
と
す
る
同
盟
軍
側
の
激
し

い
戦
闘
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
七
月
二
十
九
日
に
は
新
潟
は
新
政
府

軍
に
占
領
さ
れ
、
長
岡
城
も
新
政
府
軍
の
手
に
落
ち
、
同
盟
軍
は
敗
走

し
、
越
後
は
新
政
府
軍
に
よ
り
制
圧
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
八
月
末
に
米
沢
藩
が
、
九
月
十
五
日
に
仙
台
藩
が
政
府
軍
に

降
伏
し
、
会
津
藩
は
全
く
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
つ
い
に
九
月
二
十
二

日
、
会
津
藩
の
抵
抗
は
終
わ
り
、
無
条
件
降
伏
し
た
。
東
北
戦
争
に
お
け

る
庄
内
藩
兵
と
新
政
府
軍
と
の
戦
闘
は
庄
内
藩
の
優
勢
な
情
勢
で
展
開
さ

れ
た
が
、
八
月
末
の
米
沢
藩
の
降
伏
に
よ
っ
て
逆
転
し
、
九
月
十
六
日
か

ら
退
却
に
転
じ
た
。
二
十
四
日
南
部
藩
が
政
府
軍
に
降
伏
し
た
の
で
、
二

十
七
日
、
最
後
ま
で
頑
強
に
抵
抗
し
て
い
た
庄
内
藩
が
降
伏
し
た
。
こ
う

し
て
東
北
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
十
九
日
夜
、
旧
幕
府
の
海
軍
副
総
裁
で

あ
っ
た
榎
本
武
揚
の
率
い
る
開
陽
丸
以
下
八
隻
の
徳
川
軍
艦
隊
が
品
川
沖

を
出
航
し
た
。
新
政
府
軍
は
明
治
二
年
五
月
十
一
日
を
総
攻
撃
日
と
定
め

て
、
函
館
攻
略
に
か
か
り
、
十
八
日
に
は
榎
本
軍
が
降
伏
し
、
戊
辰
戦
争

は
終
結
し
た
（『
維
新
史
』
第
五
巻
）。
こ
の
結
果
、
全
国
統
一
政
権
が
誕

生
し
た
の
で
あ
る
。
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